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The elevator of a ball screw formula was developed as an elevator for installing in a limited space of a 

station building before. Since the elevator of rope formula which is an advanced type was developed this time, 

the structure, an advantage, etc. are announced. Moreover, the remote preservation system was added in 

order to raise the maintenance management working efficiency of the elevator. 

Keyword-: Elevator for Station Buildings, Remote Maintenance System 

1.はじめに

JR西日本では、駅舎という限られたスペースに設骰する

ためのエレベータとして、以前にボールネジ式(J.Slim-ST) 

のエレベータを開発した。

このエレベータは省スベースタイプということで、ニー

ズが高まる一方、ボールね じ式は対応できる揚程に限りあ

る為、設骰したくても機能上設骰できないという箇所が発

生してきた。そこで、改良型であるロープ式駅舎用エレベ

ータをIJll発 し、麻揚程の駅にも対応できるようにした。

また、最近駅舎において急速に増加するエレベータにお

いて、その維持管理業務を向上させるために、遠隔保全シ

ステムを付加したので、今回合わせて紹介する。

2. 改良型駅舎用エレベータ

今回の開発では、 より多くのニーズに対応できるように、

対面する 2箇所に扉を設齢した「貫通式」(J.Slim-RT) と

隣合う 2箇所に扉を設骰した「直角式」(J.Slim-RR)の2

タイプを開発した。

2. I開発コンセプト

駅舎用エレベータでは、従来型（ネジ式）と改良型（ロ

ープ式）共に、下記の共通のコンセプトを設けて、開発し

てきた。

l)省スペース

（車椅子対応、かつ従来より外装横幅が狭い）

2)短工期

（ユニット搬入 ・据付方式で、お客様への支即期間短縮）

3)低コスト

（駅舎改良等、建築関係を含めたトータルコストの低減）

2.2基本構造

l)駆勤方式

]. Slim-ST（以下、 ST型）では、設置可能揚程が6m

以下と制限されていたが 、それを解消するため、

J. Slim-RT（以下、 RT型）及びJ,Slim-RR（以下、 RR

型）では、ロープとカウンターウェイトと用いたトラク

ション（つるべ）方式を採用した。

これにより、設殴可能揚程は、 13mまで伸ばすことが

可能となった。

図ー 1は、 RT型及びRR型の全体構造図である。
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囮ー 1 RT、RR型全体構造図

2)昇降路

図ー 2にRT型の昇降路平面図を示す。昇降路幅をで

きる限りスリムにするために機器配骰を工夫した。

一般的なロービングでは、カウンターウエイト寸法が

大きくなり、間口横輻が大きくなる。このため乗均ドア

形式を中央開き 4枚扉（間口 900mm) とし正面と背面

に配骰して戸袋寸法を小さくした。

〔N003•51) 日本機械学会第 10 回鉄道技術連合シンポジウム講演論文集〔2003· 12.9~ 11.川崎〕
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更に巻上機シープ（綱車）並ぴにカウンターウエイト

をドライプシャフ

ト上で左右に振り

分けて、この戸袋

スペースに収納出

来るように工夫し

た。戸当り部には、

機械式セイフティ

シューに替えて 、

多光軸ビームセン

サーを採用し、ス

リム化を図った。

以上の改善によ

り、 RT型では、

昇降路外法 [1695

X 2472m m]を実

現した。

一方、 RR型で

は出入り口が直角

2面となるため、巻上げ機を昇降路の片面に菓約するサ

イドフォーク方式とすると共に、カゴ用メインロープが、

カウンターウェイトの中を通過、すれ違いできる構造と

して、昇降路のスリム化を実現した。

この結果昇降路外法 [1855X2655mm】を実現した。

図ー 3はRR型の昇降路平面図である。
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図ー 3 RR型昇降路平面図

2)ピット

ピット深さをできるだけ浅く抑えることも開発の諏要

なポイントであった。旧建築基準法では、速度 45m/min

のエレベータのピット深さは、一律 1200mm以上、オー

バーヘッド寸法も 1200mm以上と決められていたが、新

建築基準法 (Hl2.6. I~)では性能規定化の観点から、シ

ステム個々の性能に基づいた ビッ ト寸法とオーパーヘッ

ド寸法の採用が認められた。ピット寸法では、①かご床

の犀み、②緩衝器の高さ 、③かごが最下階に停止した時

のかごと緩衝器の隙間（ランバイ）を加勾した値を確保

すればよくなった。

従って RT型 •RR型では、通常 1 個のかご用緩衝器

を2個に分散して小型化し、かご枠の構造を簡素化する

ことで、ヒ゜ット深さは、従来の半分の 600mmを実現した。

これにより、ビット掘削工事が軽減され、 トータルコ

スト削減に寄与できる。さらに、オーバーヘッド寸法も

従来より低い 3000mmを実現し、巻き上げ機の位骰も左

右どちらでも設骰できる構造とすることで、

の自由度を商めた。

レイアウト

2. 2昇降路のユニッ ト化

今回1開発のRT型、RR型においては、 ST型と同様に

昇降路を機械装四のフレームと考えた。

機器配岱スペースを1i艮界まで縮小 し、プロック化された

昇降路に工場内でエレベータ機器を組込み、現場条件に応

じて分割搬入する「一体型分割ユニット方式」を採用した。

これにより 、エレベータの省スペース化が実現したのと

共に、 現地での据付工期を大輻に短縮することができた。

l)昇降路のユニット接続方法

ST型のユニット間

接続は、支柱となる 4本

の H銅を突き合わせ、接

続部を 8枚の“スプライ

スプレート’'で締結する

構造であった。（図ー 3)

この方法では、接続部

当たりの使用ボルトも

80本と多く、分割ユニ

ット数の少ない ST型

冒
図ー 4

写真一 1

ST型接続方法

では大きな問題とはな

らないが、麻揚程対応の

RT型•RR型ではユニ

ット数が 6~ 9ユニッ

トと多く、施工時間がか

かることが推定された

ため、昇降路構造を見直

し、鉄骨プレース構造に

よるサイコロ状プロッ

クを積上げ、接合枠を締

結接続する方式を採用

した。（写其ー 1)

その結果、

①昇降路接続部当たりの締結ボルトが ST型の 80本か

ら16本に削減。

② 接続ボルトがユニ ットの両サイドからではなく、上下

から締結できるので昇降路内だけで作業でき、狭い設

四場所への対応が可能。

③下部4辺ともにフレームがあり、工場内・現地での仮

似きが、補強フレーム無しで可能。

等の利点が得られた。

更に、工場仮組立完了時に接合面へ位置決め用ノック

ピンを配置することで、現地本組立時における再現性を

確保 した。

R型接続方法

2)昇降路の製造

昇降路製作精度の確保については、試作機をもとに検

討を重ね、社内レーザー加工機 ・プレーキプレスの活用

で、市販形銅材では得られない、内製部品精度（接合枠

C75X50他）を得た。

また、対角プレース材は、製缶精度確惚ゲージの役目

も果たしている。製缶作業では、回転架台による下向き

溶接冶具を始め、 完全拘束型治具と大型定盤による粕度

管理を基本とした。

完成した各プロックは、エ垢で一旦租訳ね、建ち方向精

度を確認する。再分割部に位屈決めピンを施工し現地再

-376_ 



組立時の再現性を確保した。エレベータ機器の組立は、

並列作業形態をとり、複数のプロックで専用組立ゲージ

（レールセット用）を使い効率化をはかった（写真一 2)。

プロック高さはスリム化によりサイズダウンしたコー

ナポスト（口銅管厄肉）の座屈、変形に対して充分な断

面性能を確保するため 2500mm程度（搬送サイズも考

慮）で計画した。

構造強度計箕に於いては、荷重条件 ・地震並びに風荷

重に対して昇降路を半自立構造モデルとし、中間支持(2

階床下建築躯体と連結）条件のもと 、府間変移を 1/200

以下とした。なお、階高の変化には、共通中間プロック

（標準高さ 2400mm)と階高調整用プロックの組み合わ

せにより、対応している。

［ユニット

写真一 2 昇降路組立風屎

2.3[}り発の成果

駅舎用省スペースエレベータに、新たなタイプを追加する

ことができ、これまで設置が極めて困難であった駅にもエ

レベータを設侶することができるようになった。

最後ではあるが、各J.Slimの仕様比較表を表ー 1に示す。

項 目 dSim・sr 

一
J.Sim・rr J.9im-llR 

3. エレベータ遠隔保全システム

当社では、前項で紹介した各 J.Slimを中心として、エレ

ベータの設四台数が急激に増加している。

それに伴い維持管理業務も増大しているこ とから、それ

をより効率化するために、今回エレベータ遠隔保全システ

ムを開発、祁入したので紹介する。

3. l駅舎用エレベータの特徴

駅舎に設置されているエレベータは、一般建物に設骰さ

れているものと比較して、その使用条件が大きく異なる。

駅舎用エレベータの主な特徴は下記のとおりである。

I) 365日稼慟しており 、また 1日の稼働時間も非常に長い。

2) I日あたりの利用者数が非常に多い、また列車到着時など

に利用者が染中する。

3)点検時間に制限を受けてしまう。

4)不特定多数のお客様が利用される。

5)屋外に近い環坑下に設爵されている。

6)ホーム階ではレールなどの駁耗粉の影響を受ける可能性

がある。

7)揚程が小さい (LOm以下）。

8)同一箇所の複数台設置が無いため、運転中止している垢

合の影響度が大きい

今回開発した遠隔保全システムは、

たものである。

これらの特徴を考慮し

3. 2エレベータの現行保全方式と課題

従来からエレベータの予防保全には、機械の稼働状況 ・

劣化状況等の状態に応じて実施していく状態監視型保全の

考え方を取り入れている。

しかし、従来方式では、点検コストや点検時間の面で先

にも述べたような駅舎特有の問題・課題があるので、 これ

らを勘案した新しい検修方式の構築が必要となった。

そこで、検修データや故障履歴 （表ー 2) を分析しなが

ら、駅に設骰されている一般的な乗用エレベータ（停止階

床数 2~3) について、従来からの JR方式をベースに、

建築保全業務共通仕様咎も参照し、試行を行いながら、平

成 14年度から新保守方式：検修Tを構築 ・導入した。

検修Tの主な特徴は、

1) 3年 1回の荷頂試験の実施

2)).i外哀境を勘案したドア・敷居等毎月点検実施

3)データに基づく計測項目等の点検周期の適正化

4)最新技術を活用 した点検方式による点検時間の短縮

である。この検修Tにより点検時間や点検コストは大幅

に低減することが出来た。

表ー 1 J. SI im仕様比較表

35 
30 ニニ―•••• 一ニ-· -----

鋭 25

i f~ □ •ロ ーニ ロニ□□□□□□三□
5 暮 ぃ・-,ii;I ,_ -- -----
。 」士` ← 

ラ ポ敷ド制電地 油 瀾 そ
ンタ居ア御気震 圧 水 の
ブン等 ．等 ． 管装 他
等． 制置

表ー2 エレベータ故障件数（部位別）
(Hll.3~Hl2.12) 

しかし、設備の信頼性を維持 ・向上させる予防保全を適

正に行わなければならないという課題がある。また、検修

による設備の停止によるお客様へのご迷惑の低減も考慮し

なければならなく、夜間施工などの手段もあるがコスト増
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加が懸念される。

更には、現行は異常事態が発生した場合、駅社員等によ

る連絡を受けてからの対応となっているが、もっと迅速な

対応が求められているといった課題もある。

そこで、遠隔で状態監視など行えるシステムを開発する

と共に、保全の方法や周期を見直すこととした。

3. 3開発コンセプト

l)データ分析による的確な予防保全が実施できる。

2)遠隔点検を実施し、現地点検による休止時間を短縮できる。

3)異常時や閉じ込め事故など緊急時にも迅速に対応できる。

3.4システム構成

1)機器構成

このシステムでは、 ISDN回線を通じて、ジェイアー

ル西日本テクノスの大阪昇降機センター（以下、センター）

と接続できる遠隔監視ユニットがエレベータの制御盤に接

続されている他、かご内には非常通報釦、インターホンが

設けられており、駅務室に設けられている監視盤同様に通

話 ・対応ができる。（図ー 5)

また、かご内には小型CCDカメラが設けられており 、

センターに異常発報があった場合にはオペレータの操作に

よりインターホン対話と併せてかご内の状況確認ができる。
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図ー 5 システム枯成

2)主機能

このシステムでは緊急発信による「遠隔監視」と定期

発信による「遠隔保守」の 2つのデーターベースサーバ

ーがある。

後者のシステムでは、毎日定期的に自動点検を行いエ

レベータの状況について定時発信してきた情報を基に、

部品交換時期等を検討して適確な予防保全が実施できる

今回開発したシステムの主機能は表ー 3のとおりである。

項 目 機 能 干な 内 容

エレペータに異常が発生していないか常 ドア謂•履駆、担麟作釦勤作状
具通報檀能 時通監報視すしる、具常即よセンクー1這やかに 鰈部逗、各格種装リ置ミ電ット源ス状イ態ッチ、他動作状店、外

エレベ→の各機獣り磨訪盾チェ•力を
ブレー動作状態、停電灯状態、トア

変訊通報機能
行い、む断粒果を自己は別圏E＆て残

間速閉走機行能運転`起性動能／、停他止／加減速／定す1劫＼予め設定されU 変ヽる変調／を勺行レ・
を紐えた場合．センターに う

エレペ~の運転稼勤データ＆て各項目 運間転閉回回数数、、運転蒟憫、走行距鯖、 ドア

稼動履歴計澳騰能 をな託デーnしタとメしンてテ活ナ用ンすスる、日常管理／ゴ戟h
かご内照明点灯時間、かご

内照明点灯回数、電磁接触器動作回
数、他

表ー 3 遠隔保全システムの機能

3. 5開発、導入の効果

今回導入したシステムは、当社管内で順次取付けられ、

現地点検を遠隔点検に切替えるなど、新たな維持管理体制

で運用が開始されている。

導入後は、 トラブル状況や点検時間等について従前の維

持管理方式と比較しても品質的には差異が無く、充分に駅

舎用エレベータの点検として満足する結果を得ることがで

さた。

また、現地点検を遠隔点検に切替える ことで、維持管理

コストを低減できることも可能となった。

4. おわりに

駅舎用のエレベータは非常に公共性が高く、利用される

お客様にも様々なニーズある。そのような状況下において、

今回開発した改良型 J.Slim及び遠隔保全システムは、今ま

で以上に高品質かつ低コストでエレベータを設置、維持管

理するというニーズに応えられるシステムである。

バリアフリーの推進により、今後は益々広域にエレベー

タが設置されることになり、また利用者や設置環境が多様

化し、スピーディ、かつ的確な保全が更に要求される。

今後も利用者の安全と利便性の向上、設備性能の維持 ・

向上、保全精度の向上等を追及していきたい。
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